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‐Holinshedにお け るThomasArdenのparlourを め ぐって 一
三 浦 誉史加
Kent州Favershamに居 を構 えて いた一人 の ジェ ン トルマ ンが1551年
に殺害 され た。彼 の名 はThomasArden。殺害 に関わ ったのは彼 の妻Alice
(Alyce)、Aliceの愛 人ThomasMorsby、BlackwillofCalyce他7名で
あ った と公 文 書FavershamWardmoteBookに記 載 され て い る。
HolinshedはChrc)niclesofEngland,Scotland,'andlreland(1577)でこ
の殺人 を取 り上 げて いる。LenaCowenOrlinは、公文書において はAlice
Ardenは、 殺害 の首謀者 と しては登場 しな いと指摘 す る。(20)Holinshed
の年代記 といった翻案版 は、・Aliceを夫 の殺 人 に積極 的 に関わる女性 と して
描 くことで、 この殺人 を家庭 内の私 的な事件 に仕立 て上 げている。 しか しな
が ら、現存 す る公的記録 は、Arden殺害 の動機 はむ しろ、 彼 の公 の場 で の
活動 に起 因す る ことを指 し示 してい る。(Orlin20)WardmoteBookによ
れ ば、ThomasArdenは 「自分 のparlourで惨 殺 さ れ た 」("was
heynouslymurderedi皿hisowneplo「")(160)。1本論 で は、 夫 の殺害
どいう家父 長制 か ら逸脱す る罪 を犯 した非 難 す べ き女性 と して のAliceを
構築す るプロセ スに、 当時の住居形態 にお け るparlourがいか に関 わ って
いたか とい うことを考 察す ることで、英 国初 期近代 の住居 と家父長制 ・ジェ
ンダー との関係 を探 って行 きたい。
16世紀後 半 の家 にparlourは標準 装備 され てい たのだ ろ うか?こ こで
1580年代Stratford-upon-Avonにお け る ジェ ン トリー 未満 階級 の住 宅状
況をま とめた表1を ご参 照頂 きたい。 当地財 産 目録 より、各世帯主 の階級 ・
職業が記述 され、Arden殺害 に最 も近 い時期の デー タを表 に した もので あ
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る。Favershamと場 所 は異 な る もの の、 一 定 の指 標 に な る と考 え る。
"parlour"と呼 ばれ る部屋 を持っ家 には5部 屋以上(JohnRobinsを除 く)
ある(こ うした家 には通常複数 の寝室が ある)。Parlourを一っ も持 た ない
家の部屋数 は4部 屋以下 であ る(そ の場合寝室 は一 つであ る)。 ヨー マ ンは
二人 ともparlourを持 っている。一方、5人 の商人 の うち、parlourを所有
して いるのはJohnBrowneのみ、4人 の職人の うちで は2人 であ る。 ハ ズ
バ ン ドマ ンも労働者 もparlourを所有 して いな い。 この部 屋 を持 って いる
のは全体 と して30%の みである。
一方、当地 で財産 目録 にジェ ン トルマ ンが現れ るの は17世 紀 に入 ってか
らで ある(1572年に1名 いるが、部屋名 の記載 が無 い)。表2を ご覧頂 き
たい。1625年の財産 目録 に各部屋 の品 目が登録 されている当地 ジェン トリー
層 は3人 いる。 この うち二人がparlourを持 って いる。LeonardKempson
の家 にはparlourと呼 ばれる部 屋が無 いが、 当 時 の家 での通常 のparlour
の位 置 ・複数 ある寝室 を考 慮す ると、"thechambernexttheha11"が
parlourの役 目を果 た していた と考 え られる。他方 で、1624-25年登録 の
ジェ ントリー未満層8人 の うち、部屋別 に品 目が記載 された者 は5人 、 そ
の うちparlourと呼ばれ る部屋 を持 っていたのは1人(ヨ ーマ ンの未 亡人)
であ る。 これ らの表 よ り、parlourと呼ばれ る部屋 の存在の有無が家 の所有
者の豊 か さを示唆 す ることが分 か る。
それで は、parlourはどのよ うに使用 されて いたのだ ろ うか。N.Cooper
によれば、 中世後期 の上層 階級 では、parlourは居間 も しくは食 堂 と して 日
常使用 されて いた。非公式 の客 はここで接待 され ることが あ った。 同時に、
この部屋 にはベ ッ ドが置 かれ ることが しば しばであ った。 しか しなが ら、16
世紀半 ばまで には、 もはや寝室 としてで はな く食堂 もしくは客 を接待す る場
として使用 されるよ うにな った。 この部屋が特定 の目的で使用 され始 めた事
を示 す`diningparlour'とい う用語 が生 まれ たの も この 頃 で あ る。Sir
ThomasPakyngton(1571)を例 にあげ ると、そ う したparlourの備品は、
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長 テーブル1脚 、板張 りスッール12脚 、椅子1脚 、 テーブル1脚 であった。
(Cooper290)Cooperは貴族層 の家 を主 に分析 しているのだが、 それで は
Cooperの紹介 す るparlourの使用状況 は全て の規模の ジェ ン トリー層 に当
てはまるのだ ろ うか。表2を ご覧頂 きたい。1625年に は、3人 の ジェ ン ト
ルマ ン全 てのparlourにベ ッ ドが ある。parlourが寝室 としての機能 を依然
と して持 っていた と して も、 同時に接待 や食堂 として使用 されていたか どう
かを椅子 や テーブルの数か らあ る程度推測 で きる。表2の 各parlourに置
かれていた テーブルや椅子 のうち、(S)の表示 がある もの はhal1に置かれ
たそれよ りも数が少な いことを示 してい る。3人 の ジェ ン トルマ ンの うち、
～人 はテー ブルを持 っていない。残 りの2人 は所 有 して い るが、 いずれ も
hallよりも少 な い人数分 しかない。 彼 らのparlourはhal1ほど十 分 に は応
接 間 ・食 堂 の役 割 を果 た して いなか った ことが推測 で きる。 これ よ り、
Cooperの分析 は全 ての規模 の ジェン トルマ ンに適応 される もの で はない こ
とが分 か る。従 って、上層未満 階級 のparlourの歴史 を も う少 し詳 細 に見
てい く必要 があ る。
Stoneleighの住居状況 をまとあたN.W.Alcockによれば、16世 紀前 半
依然 として残 っていた中世 か らの古 い型 の家 に は3っ の部屋 が あ り、全 て
の家 がparlourを所有 して いるわ けで はな か った。例 えば、1481年には、
StoneleighHousesの4人の借家人 の うち、parlourを所有 して い る者 は一
人 もいなか った。一方、その4人 の全てがhallを持 って いた。(Alcock24)
1532年か ら1600年にか けて、 この種 の家 のparlourは寝室 と して使用 さ
れていた。例 えば、1575年に死去 したSimonTylerの財産 目録 に は、 こ
の部屋 の備品 としてベ ッ ドにシーツ、金庫、模様 を描 いた布 が記載 されて
い る。(36)こう した家 には主 にハ ズバ ン ドマ ン、職人 、 労働者 が住 んで い
た。
W.G.Hoskinsが提唱 した`GreatRebuilding'と時期 を 同 じくす る16
世紀後半 にな って、Stoneleighでも家 の大改築が始 ま る。 改築 に伴 い規 模
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を広げた家に は、hall、台所、 食糧 貯蔵 室に加 え3-4部 屋及 びparlourが
1-2部 屋 あ った。 こ う したparlourは常 に寝 室 と して用 い られ た。(55)
備品はベ ッ ド、長椅子、金庫、長持 ちであ った。17世 紀後 半 にな る と、 ほ
とんどのparlourはテー ブル と椅子 を1脚 ずっ所有 す るようにな った。ベ ッ
ドが消え、居 間 としてのみ使用 され るよ うにな ったparlourの最 初 の例 は
1604・年 に死去 したAnthonySpencerのものであ る。 こう した使用 法 は、
17世紀 前半のStoneleighでは他 に2例 見 られ るのみである。1650年か ら
80年 に か け て は、ThomasStacieofFinham、SamuelWadeof
Whoburley、WilliamRobinson、ChristpherLeighが`livingparlour'
を持 っている。 いずれ もジェン トルマ ンであ った。1694年に死 去 した ジ ェ
ン トルマ ンRichardCamillofStaretonの`1ivingparlour'には、 テー
ブル2脚 、革 張 りの椅子6脚 、 その他椅子4脚 が収 納 され て いた。 この数
は 「台所」 にあるテーブル2脚 と4っ の椅子 を しのいで い る。 この家 は、
hal1が「台所」 と呼 ばれ た初例 とな って い る。 この変化 は、 食 事 が もはや
hallではな くparlourでとられ るよ うにな った ことを示 している。(60)
一方17世 紀前半 の ヨーマ ン、 ハ ズバ ン ドマ ン、職入 とい った中位 階層 の
家 は、一 階にはhall,食料 品貯 蔵室 と他 に一部屋(こ の部 屋 は17世 紀初 頭
には しば しばparlourと呼 ばれて いた)、二 階 には一部屋、 という具合であっ
た。(94)17世紀後半、 この部屋 は暖炉、仕切 り、寝床暖 め器、鏡 などの贅
沢 品が備 え付 け られるよ うにな った。18世紀 にな って もparlourは依然 と
して寝室 と して使用 されて いたが、特別 な客 を迎え たり家族全員が集 まるの
に十分 な数の椅子や テーブルが入 り始 めた。 しか しなが ら、居間専用 と して
使 うことが可能な スペースはこの部屋 にはなか った。(99)
まとめてみ ると、Stoneleighの家 parlourの特徴の変化 は、 階級 ごと
に時期 をず らしっっ次 のようなプロセスを辿 って いる。 元 々hallは家族 の
活動 の場 として、parlourは家族の寝 室 と して用 い られ て いた。 客 はhall
で迎 え られて いた。 しか し、客 をparlourで迎 え るよ うにな ると、 この部
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屋 は次第 に贅沢 品が置かれるよ うにな った。居 間 ・食堂 ・応接間 といった、
以前 はhallが果た していた役割 をparlourが引 き継 ぎ始 め ると、 ベ ッ ドは
parlourから二階の部屋 に移 った。 同時に、parlourに迎 える際、 客 を 日常
作業が出す騒音 や臭 いで煩 わせず に済 むよ うな移動経路が確保 され るように
な った。(203)
このよ う・に して見 ると、上流階級 におけ るparlour使用 法 の変化 が下 階
級 に模倣 されて い った様子が分か る。 階級 が低 いほど、経済的余裕が少 ない
ほど、 この模倣 の進 み具 合は遅 か った。Parlourの有無 だけでな くその使用
法 が所有 者 の ス テー タス を示 したの で あ る。 家 族 の私 的 な場 で あ った
parlourは家族が外部 に曝 され る場 となる。部屋 に飾 る贅 沢品の数 が増 えた
よ うに、家族 を客 とい う公 に対 し 「陳列 して見せ る」場 となった のであ る。
「陳列 する」 にふ さわ しい家族 とは、秩序 の取 れたそれ、 す なわ ち家 父長制
が良 く機能 して いるそれである。従 って、 家父 長制が女性 に転覆 され る不安
を表 わす場 としてparlourが表象 されたの も不 思議 で は なか った。 この不
安 は、 ステー タスの シンボル とな り得 るparlourを占拠 す る女 性へ の不快
感 とい う形 で表 わ された。その一例 を、ThomasArdenの殺 害 を再 現 した
Holinshedの年 代 記 に見 る こ とが で きる の で あ る。 まず、Faversham
WardmoteBookにお けるArden殺害直後の犯人達 の行動 の報告を見て み
よ う。
 [H]  e was most shamefully murdered as is foresaid / as he was 
playing at Tables frendly  w` thesaid morsbye  [..  .] / And after 
that he was thus murdered he was Caryed out of thesaid  plo 
/ into ye foresaid dark house / and when thesaid Black will had 
holpen to laye him there / he Returned  forthwt to thesaid 
Cyslye pounders house / and there receyved for his thus doying 
/ the Sume of Eight poundes in money whiche was there afore
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poynted for his reward And immediatly he depted from  Fau  'sham 
so that he could not  iustly be herd of syns that tyme / And he 
beying thus depted  w  ' his reward / thesaid Cisley ponder went 
to thesaid Arderns / and did help to beare the deade corps out 
into a medowe there comonly called the Amery croft on the 
backside of thesaid Arderns Garden / and a Boute Enlevyn of 
the Clocke thesaid Sonday night / thesaid Arderne was founde 
where they hadd laid him  [...]  . (161)
ThomasArdenの死体が"darkhouse"に隠 され る場面 に死 体を草地 に運
ぶ場面が続 いて いる。Holinshedはこの間に次 の場面 を挿入 して いる。
Then she [Alice Arden] sent for two Londoners to supper, the 
one named Prune and the other Cole, that were grocers, which 
before the murder was committed, were bidden to supper. When 
they came, she said: I maruell where maister Arden is; we will 
not tarie for him, come ye and sit downe, for he will not be 
long. Then Mosbies sister was sent for, she came and sat downe, 
and so they were merie. 
 After supper, mistres Arden caused hir daughter to plaie on 
the virginals, they danced, and she with them, and so seemed to 
protract time as it were, till maister Arden should come, and she 
said, I maruell where he is so long; well, he will come anon I am 
sure, I praie you in the meane while let vs plaie a game at the 
tables. But the Londoners said they must go to their hosts 
house, or else they should be shut out at doores, and so taking 
their leaue, departed.  (155-56)2
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妻Aliceは夕食後 に"gameatthetables"をしよ うと提 案 して い る。 こ
こでHolinshed版によるThomasArden殺害直前の場面 を見てみ よ う。
Master Arden hauing beene at a neighbors house of his, named 
Dumpkin, & hauing cleared certeine reckonings betwixt them, 
came home: and finding Mosbie standing at the doore, asked him 
if it were supper time? I thinke not (quoth Mosbie) it is not yet 
readie. Then let vs go and plaie a game at the tables in the 
meane season, said maister Arden. And so they went streight 
into the parlor: and as they came by through the  hall, his wife 
was walking there, and maister Arden said; How now mistresse 
Ales? But she made small answer to him. In the meane time, one 
cheined the wicket doore of the entrie. When they came into the 
parlor, Mosbie sat downe on the bench  [...]. (154-55)
ThomasArdenの取 ったルー トか ら、Aliceが提案 した"gameattheta-
bles"もや は りparlourで行 なわれ るはず であ った ろ うと推 測 で き る。
ThomasArdenは、Aliceとは逆 に、parlourでゲ ー ムを してか ら、 も し
生 きていれば食事 を とったであろ う。Holinshedは、 夫 が果 た し得 なか っ
たプ ロセスを逆 に辿 り、夫 が客 を接待 したparlourの支配 権 を握 ろ うとす
ることで家 父長 制の転覆 を試 み る危険 な女 性 と してAliceを描 いて い るの
だ。
もう一点 注 目 したいの は、Holinshedが設定 した、Aliceとその客 が食事
を取 った場所で ある。ThomasArdenの場合、食事 の用意 は まだ整 って い
ない と言 われたため、"theywentstreightintotheparlor"とHolinshed
は書 いて いる。"streight"とい う言葉 か ら、 も しゲームの前 に食事 を取 ると
すれば、 それ はparlour以外 の部屋、す なわ ちhallであ った ろうと推測で き
る。Aliceの場合 はど うだ ろう?ThomasArdenがMosbyと ゲ ー ムを
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した場面 か ら、parlourは客を接待 す る場所 である との印象 を読者 は受 けて
い る。 このため、音楽 ・ダ ンスの場面 とparlourとの結 びつ きが連 想 され
る。食後 に楽器の演奏や ダ ンスで楽 しんだ際、場所 を移動 した との記 述 はな
い。 この曖昧 な記述 によって、Aliceたちの食事 シご ンは完 全 に はparlour
か ら切 り離 されな いので ある。上記 に見 だように、年 代 記 が出版 きれ た16
世紀後期 には、parlourで食事 を取 る習慣 はジェ ン トリー未満の階層 にはま
だ行 き渡 っていなか ったため、 この行為 はステー タス を意 味 す る。Parlour
に付帯 す るステー タスを示 唆す るととで、 その支配権 を夫か ら奪取 しよ うと
す るAliceを家父長制維持 に不都合 な非 難 すべ き女性 と して描 くこ とが で
きる。 このよ うに して、WardmoteBookでは単 な る殺害 の場 に過 ぎな い
parlourが、 家父長制転 覆を試み る場 と して表象 され る様 を見 る こと がで き
る。
AphraBehn作TheRevenge:oraMatchinNewgate(1680)にも、
parlourが家父長制維持 に纏 わ る不安 を表 わす場 とな っている例 を見 る こと
が できる。 第3幕 で は、"Gentlewoman"であ るDashit夫人 が、、parlour
ZJerviceとGlisten夫人の噂話 を しなが ら自分 の夫 を当て こす る。
[H] ow does Mrs. Glisten? I knew her well, she was a very good 
patient Creature, efaith; she has born, and born, and bore again, 
good woman, as well as I, with a bad Husband  [.  .  J.  (3.  206-8)
そ こにTrickwellが入 室 し、Dashit氏とGlisten氏が鮭 をDashit夫人 に
贈 って きたこと、彼 らが夕食 に来 る旨の伝言 を夫人 に伝え る。そ こで夫人 は
Samに 鮭 を使 った食事 の用意 を させ る。 また 、Dashit氏の"Bow1"を
Trickwellを通 じて氏 に送 ってよ こすよ うに言付か った夫人 は言 われ たとお
りにす る。 しか し、Trickwe11が退 室 した後 帰宅 しparlourにや って きた
Dashit氏は、 自分 は鮭 など贈 っていない と言 い張 り、 その鮭 を 「ま るで気
が違 ったよ うに」("likemad")食べ散 ら し始 め る。 またDashit氏は、
三浦 誉史加 25
Glisten氏と夕 食 に訪 れ るな ど と言 付 け た覚 え は な い と言 い、 自 分 の
"Bowl"が家 か ら消 え た こと に怒 り狂 い、 退 場 す る。Dashit夫人 は、
Trickwel1から聞 いて いた伝言 と矛盾す る言動を取 る夫 に混乱す る。 ここで
再 びTrickwellが登場 し、Dashit氏は夫人 を驚 かせ るため に何 も知 らな い
振 りを した と夫人 に明か し、氏か ら夫人 への新 たな指示 を伝え る。
Dashit氏は、parlourに纏 わ る家事 に関 して 夫人 を混 舌Lさせ、parlour
を支配 す る能力が無い妻 を作 り上 げ、氏 自身 がparlourを掌握 してい るの
であ る。彼 の この行為 は家父長制 の維持 に対 す る関心 か ら来て いることを次
の科 白か ら伺 うことがで きる。Glisten氏と夕食 に来 るとい う伝 言 な ど して
いな いと言 うDashit氏に対 し、 夫 人が"Lord,Howstrangeyoumake
it!"と叫ぶ と、氏 は"[1]sthewomanmad1"(3.255)と切 り返 す。 そ し
て、"Bowl"は家 にはない と言 う夫人 に対 し、氏 は"thouPlaguetoman,
thouWifethou"(3.289)と毒 づ く。彼 の科 白は夫婦個人 の対立 を男性 と
女性 の一般的 なそれに摩 り替 え、女性 を劣 った もの、逸脱 する危険 がある も
のと結 び付 け、男性が規制 し支配 すべ きものと して描写 してい る0
家族 の私寝室 であ ったparlourが応接間 として機 能 し始 めた とき、 そ こ
は家族 が他者 に覗 かれ る部屋 とな った。 家 族がparlourで外 部 の審判 に曝
され るとき、 この部屋 は家の所 有者 が家族 を組織 す る原則 と しての家父長制
が機能 してい るか否か への内省を迫 られ る場所 とな る。 そρ有 無 と使用法 が
ステータスを示 すparlourで主導権 を握 る こと は、 家 長 の地位 を誇示 す る
手段 の一っ とな り得、 女性 はparlourのコ ン トロー ルへ の脅威 とな る存在
と して描写 された。 ここに、 ジ ェ ンダーが形 成 され る場 と して のparlour
が文化的 に構築 され るプロセスを見 ることが出来 るので ある。
26 英 国 初 期 近 代parlourと家 父 長 制一Holinshedにお け るThomasArdenのparlourをめ ぐ って 一
注
lWardmoteBookの 引 用 は 全 てM.L.Wine,ed .,TheTragedyofMasterArden
ofFaversham(London:Methuen,1973)中 のAppendixIIIに よ る 。
2Holinshedの 引 用 は 全 てWine,Tragedy中 のAppendixIIに よ る。
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表1
TEAR OCCUPATION NAME HALL PARLOUR TABLE BOARD  CHAIR, BENCH, FORM BED Rooms
1580 general smith Richard Balamy O 4
 1583  Yeoman John Sadler  0 O 1 table with a frame, 1 little square table (5) 1 chair, 3 joined forms O 6
1583 wheelwright John Ashwell  0  3
1584 butcher Thomas Asteley  0 3
1586 woollen draper John Browne O  0  0 6
1586  Yeoman Christopher Smith  0 O  3  little table boards  1 chair,  1 form  (S)  0 5
1587 fuller Thomas Taylor  0 O  1 little board  (S) 1 form  (S) O 5
1588 butcher Thomas Perry  0 2
1588 tailor John Tonge O 3
1588 day labourer William Taylor 1
1588 husbandman Peter Smart O 3
1588 wool driver John Robins O O  0 4
1589 haberdasher Robert Hynd O 4
表2
TEAR OCCUPATION NAME HALL PARLOUR TABLE BOARD CHAIR, BENCH, FORM BED Rooms
1625 gentleman John Sadler  0 1 drawing table, 1 litte table (S) 2 joined chairs, 2 forms 0 6
1625 gentleman Leonard Kempson  O? x C 7
1625 gentleman John Gibbs C 1 table board (S) 3 chairs, 1 stool. 1 form (S) C  8 N
V
